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40
歳
に
な
れ
ば
介
護
保
険
料
の
負
担
が
始
ま
り

ま
す
し
、
そ
ろ
そ
ろ
親
の
介
護
も
心
配
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
ご
自
身
の
将
来
の
介
護
に
つ
い
て
心

配
す
る
方
も
い
る
の
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
介
護

に
つ
い
て
は
、
制
度
や
手
続
き
な
ど
事
前
に
知
っ

て
お
い
た
方
が
良
い
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
そ
こ

で
今
回
は
介
護
保
険
制
度
と
介
護
に
関
わ
る
お
金

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

公
的
介
護
保
険
の
歴
史
と
概
要

介
護
保
険
の
歴
史
は
浅
く
、
1
9
6
0
年
代
に

高
齢
者
福
祉
政
策
が
実
施
さ
れ
、
1
9
7
0
年
代

に
老
人
医
療
費
が
増
大
（
1
9
7
0
年
・
高
齢
化

率
7
％
）
し
、
さ
ら
に
1
9
8
0
年
代
に
は
寝
た

き
り
老
人
が
社
会
的
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
高

齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
要
介
護
高
齢
者
の
増
加
、

介
護
期
間
の
長
期
化
な
ど
介
護
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま

す
増
大
す
る
一
方
、
核
家
族
化
の
進
行
、
介
護
す

る
家
族
の
高
齢
化
な
ど
、
要
介
護
高
齢
者
を
社
会

種
類
の
み
）
で
介
護
が
必
要
で
あ
る
時
は
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
【
図
表
1
】。

公
的
介
護
保
険
の
申
請
手
続
き
と
流
れ

で
は
、
こ
こ
で
介
護
保
険
の
申
請
手
続
き
と
そ

の
流
れ
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

介
護
保
険
を
利
用
す
る
に
は
、
本
人
や
そ
の
家

族
ま
た
は
そ
の
代
理
人
が
市
区
町
村
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
各
市
区
町
村
に
置
か
れ
て
い
る
。

介
護
保
険
法
で
定
め
ら
れ
た
、
地
域
住
民
の
保
健
・

福
祉
・
医
療
の
向
上
、
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

な
ど
を
総
合
的
に
行
う
機
関
）
の
窓
口
で
、
事
前

に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
「
要
介

護
認
定
」
の
申
請
と
言
い
、
こ
の
時
、「
介
護
保

険
証
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。「
第
1
号
被
保
険
者
」

に
は
郵
送
さ
れ
て
き
ま
す
が
、「
第
2
号
被
保
険
者
」

で
は
要
介
護
認
定
を
受
け
て
か
ら
発
行
さ
れ
る
た

め
、
医
療
用
の
健
康
保
険
証
を
提
出
し
ま
す
。

申
請
が
受
理
さ
れ
る
と
、
原
則
と
し
て
1
週
間

全
体
で
支
え
合
う
仕
組
み
が
必
要
と
な
り
、

2
0
0
0
年
4
月
に
現
在
の
介
護
保
険
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

公
的
介
護
保
険
に
は
40
歳
以
上
で
加
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
加
入
す
る
人
は
「
被
保
険
者
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
公
的
介
護
保
険
に
は
2
種
類
の

被
保
険
者
が
あ
り
、
40
〜
64
歳
の
人
が
「
第
2
号

被
保
険
者
」、
65
歳
以
上
が
「
第
1
号
被
保
険
者
」

と
な
り
、
保
険
料
徴
収
方
法
や
金
額
の
算
定
方
法

が
違
い
ま
す
。

40
〜
64
歳
の
人
は
、
公
的
医
療
保
険
の
保
険
料

に
上
乗
せ
さ
れ
て
徴
収
さ
れ
、
保
険
料
の
金
額
は

所
得
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
65
歳
以
上
の
人

は
、
年
金
の
金
額
に
よ
っ
て
公
的
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
る
か
、
納
付
書
な
ど
で
納
付
を
し
ま
す
。

　

公
的
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
65
歳
以
上
の

第
1
号
被
保
険
者
な
ら
介
護
や
支
援
を
受
け
ら
れ

ま
す
し
、第
2
号
被
保
険
者
で
も
特
定
の
病
気
（
脳

血
管
疾
患
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
関
連
疾
患
な
ど
16

介
護
保
険
制
度
と

お
金

シ
リ
ー
ズ

岡崎 謙二
株式会社 FP コンサルティング                                     
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を経て平成12年に独立系FP会社を設立。公務員
団体でのセミナーはこれまで100団体以上、FP相
談は2,000件以上と実績豊富。身内が公務員であり、
公務員こそファイナンシャルプランナーが必要と考
え、日本で初めての公務員に特化したファイナンシャ
ルプランナーとして、全国の官公庁、自衛隊、自治
体、教職員団体、警察などに、セミナー講師やFP
相談などできめ細かいサービスを提供している。各
種セミナー講師、執筆など精力的に活躍中。著書に

『給与削減・退職金削減に備えた公務員のためのお
金の貯め方・守り方』（パブラボ、2013）がある。

40
代
か
ら
始
め
る
定
年
後
の
備
え
〈
第
3
回
〉
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以
内
に
訪
問
調
査
員
（
認
定
調
査
員
）
が
自
宅
な

ど
を
訪
ね
、
要
介
護
者
の
心
身
の
状
況
に
つ
い
て

認
定
調
査
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
気
を
つ
け
た
い

の
は
、
高
齢
の
方
は
、
他
人
の
前
で
は
弱
っ
た
と

こ
ろ
を
見
せ
よ
う
と
せ
ず
に
、
何
で
も
「
で
き
る
」

と
言
っ
て
し
ま
い
が
ち
と
い
う
こ
と
で
す
。
訪
問

調
査
の
際
に
は
、
必
ず
家
族
が
立
ち
会
っ
て
「
何

に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
か
」
を
伝
え
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
日
頃
の
様
子
な
ど
を
メ
モ
し
て
お
い
て
、

調
査
員
に
渡
す
の
も
良
い
方
法
で
す
。

同
時
に
「
主
治
医
の
意
見
書
」
が
必
要
と
な
る

の
で
、
市
区
町
村
が
主
治
医
に
依
頼
し
ま
す
。
こ

の
主
治
医
の
意
見
書
は
介
護
審
査
の
重
要
な
要
素

と
な
り
ま
す
か
ら
、
普
段
か
ら
主
治
医
を
持
っ
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
主
治
医
が
い
な
い
場
合

は
、
市
区
町
村
認
定
の
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
す
。

訪
問
調
査
が
終
わ
る
と
、「
認
定
調
査
票
」
と

主
治
医
の
意
見
書
を
も
と
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
「
一
次
判
定
」、
そ
の
後
「
介
護
認
定
審

査
会
」
に
よ
る
「
二
次
判
定
」
が
行
わ
れ
、
市
区

町
村
に
申
請
し
て
か
ら
約
1
カ
月
で
認
定
結
果
が

出
さ
れ
ま
す
。

認
定
結
果
は
「
要
介
護
」「
要
支
援
」「
非
該

当
（
自
立
）」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
利
用
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
が
限
ら
れ
ま
す
。
要
介
護
の
場
合
は
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
が
、
要
支
援
の
場
合

は
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
の
み
の
利
用
と
な
り

ま
す
。“
自
立
”
の
場
合
、「
地
域
支
援
事
業
」
の

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
ま
す
。

要
介
護
認
定
で
判
定
さ
れ
る
「
要
介
護
度
」
は
、

「
ど
の
程
度
の
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
か
」
と
い

う
目
安
で
す
。【
図
表
2
】
の
よ
う
に
、
要
介
護

度
は
「
要
介
護
1
〜
5
」
と
「
要
支
援
1
・
2
」

の
7
段
階
に
区
分
け
さ
れ
て
お
り
、
要
介
護
度
の

区
分
に
よ
っ
て
介
護
保
険
を
利
用
で
き
る
範
囲
が

異
な
る
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
限

度
額
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

要
支
援
ま
た
は
要
介
護
の
判
定
を
受
け
る
と
、

い
よ
い
よ
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
の
際
、
要
介
護
の
場
合
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を

作
成
す
る
専
門
職
の
こ
と
）
に
「
ケ
ア
プ
ラ
ン
」

の
作
成
を
依
頼
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
探
す
に
は
、
要
介
護
認
定

の
通
知
書
と
一
緒
に
送
ら
れ
て
く
る
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
の
リ
ス
ト
を
見
た
り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
紹
介
し
て
も
ら
う
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
地
域
の
ど
こ
で
ど
ん
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
か
熟
知
し
て
お
り
、
在
宅
介
護

を
行
う
う
え
で
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
た
め
、

信
頼
で
き
る
人
を
じ
っ
く
り
と
選
び
ま
し
ょ
う
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
費
用
は
、
介
護
保
険
か
ら

【図表1】公的介護保険の概要

【図表2】要介護状態の目安・居住サービスの支給限度額

第1号被保険者 第2号被保険者

対象者 65歳以上の者 40歳以上65歳未満

人数 2,978万人 4,299万人

受給要件 要介護、要支援状態 特定疾病による場合

介護認定者 515万人 16万人

保険料負担 市町村が徴収
（原則、年金天引） 医療保険者が一括徴収

参照：厚生労働省資料、2012年度末

介護状態区分 本人の状態（例） 支給限度額（月額）

要支援1 身の回りのことは概ねできるが、生活上
何らかの支援が必要 49,700円相当

要支援2 日常生活の中で身の回りのことに支援が
必要 104,000円相当

要介護1 歩行が不安定で、身の回りのことに支援
が必要 165,800円相当

要介護2
立ち上がりや歩行が自分では難しく、衣
服の着替えや身の回りのことに介助が必
要

194,800円相当

要介護3
立ち上がりや歩行が難しく、衣服の着替
えや身の回りのことや排泄などに介助が
必要

267,500円相当

要介護4 寝たきりに近い生活で、身の回りのこと
ほとんどに介助が必要 306,000円相当

要介護5 寝たきりの生活のため、食事も含めて日
常生活すべてに介助が必要 358,300円相当

利用者負担：利用限度額内で費用の1割を負担→限度額を超えた部分は全額自己負担
出典：厚生労働省HP
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全
額
支
給
さ
れ
ま
す
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
訪
問
を
受
け
て
話
し
合
い
、
現
状

に
即
し
た
プ
ラ
ン
を
立
て
ま
す
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
が
で
き
た
ら
、
介
護
保
険
の
指
定

事
業
者
に
連
絡
を
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ま
す
。

こ
の
時
、
指
定
事
業
者
で
な
け
れ
ば
介
護
保
険
の

適
用
と
な
ら
な
い
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

事
業
者
に
は
、
家
族
の
付
き
添
い
は
必
要
か
、

用
意
し
て
お
く
も
の
が
あ
る
の
か
、
サ
ー
ビ
ス
の
内

う
言
葉
の
と
お
り
、
状
態
の
悪
化
を
防
ぎ
、
機
能

向
上
を
は
か
っ
て
、
な
る
べ
く
自
立
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
も
要
介
護
の
場
合
と
比
べ
て
限
定
さ

れ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
介
護
保
険
の
手
続
き
や
流
れ
を

ま
と
め
る
と
【
図
表
3
】
に
な
り
ま
す
。

公
的
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
と
利
用
料
金

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
大
き
く
分
け
る
と
「
在

宅
サ
ー
ビ
ス
」「
施
設
サ
ー
ビ
ス
」「
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
」
の
3
種
類
で
す
。【
図
表
4
】
の
よ

う
に
、
各
種
類
の
中
に
も
数
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
代
表
的
な
も
の
に
絞
っ

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
在
宅
サ
ー
ビ
ス

在
宅
介
護
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

で
、「
訪
問
」「
通
所
」「
短
期
入
所
」「
そ
の
他
」

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

訪
問
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
最
も
利
用
者
が
多
い
の

が
「
訪
問
介
護
」
で
、
こ
れ
は
自
宅
ま
で
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
が
訪
れ
、
家
事
や
調
理
と
い
っ
た
生
活

援
助
や
、
身
体
介
護
を
行
う
も
の
で
す
。
訪
問
介

護
の
料
金
は
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
所
用
時
間
に
よ
っ

て
変
わ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
身
体
介
護
を
50
分
で

行
っ
た
場
合
は
、
自
己
負
担
は
約
4
0
0
円
に
な

り
ま
す
。
ま
た
看
護
師
が
自
宅
を
訪
問
し
、
健
康

管
理
等
の
医
療
面
で
の
専
門
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
（
訪
問
看
護
）
も
で
き
、
そ
の
際
の
料
金
は

50
分
で
自
己
負
担
は
約
5
5
0
円
に
な
り
ま
す
。

容
の
確
認
や
利
用
料
や
そ
れ
以
外
の
費
用
な
ど
は

あ
る
か
、
支
払
い
は
ど
う
す
る
の
か
、
予
約
し
て

い
た
サ
ー
ビ
ス
の
変
更
や
キ
ャ
ン
セ
ル
の
時
は
ど
う

す
る
の
か
、
万
一
の
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
の
時
は
ど

の
よ
う
に
し
て
く
れ
る
の
か
、
な
ど
も
聞
い
て
お
く

と
良
い
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
要
支
援
の
場
合
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
「
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
介
護
予
防
」
と
い

【図表3】介護保険の手続きや流れ

①市区町村へ「要介護
認 定・要 支 援 認 定」の
申請。居宅介護支援事
業 者、介 護 保 険 施 設、
地域包括支援センターに
依頼して申請を代行して
もらうことも可能。

②市区町村から委託を受
けた 認定調査員が、心
身の状況などについて調
査。必要に応じて、保健
師が同行。

③市区町村から主治医に
心身の障害の原因である
病気などに関しての意見
書の作成を依頼。

④認定調査の結果と主
治医の意見書をもとに、
保 健、医 療、福 祉の専
門家が介護を必要とする
度合い（要介護状態区
分等）を審査判定。

⑤介護認定審査会の審
査判定結果にもとづい
て、 要介護・要支援認定
を行い、本人にお知らせ。

⑥認定結果に応じたケア
プランを作 成。ケアマ
ネージャー等にどんな
サービスをどれくらい利
用したいかを相談。

⑦ケアプランにもとづい
て、最適なサービスを利
用。原則として費用の1
割は利用者の負担。

⑧認 定 の 有 効 期 間は、
原則6か月（更新の場合
は12か月）。ただし、心
身の状態によって24か
月まで延長、3か月まで
短縮される場合あり。



55 Vol .11955

な
り
ま
す
が
、
例
え
ば
個
室
型
で
要
介
護
3
の
人

が
利
用
す
る
と
1
日
当
た
り
自
己
負
担
額
は
約

8
0
0
〜
9
0
0
円
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
電
動
ベ
ッ
ド

や
車
い
す
な
ど
を
レ
ン
タ
ル
料
金
の
1
割
で
借
り

る
こ
と
の
で
き
る
「
福
祉
用
具
貸
与
」
や
、
手
す

り
設
置
な
ど
自
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
費
を
助

成
し
て
も
ら
え
る
「
住
宅
改
修
費
の
支
給
」（
1

家
屋
に
つ
き
20
万
円
ま
で
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

要
介
護
度
に
よ
っ
て
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
に

違
い
が
あ
る
の
で
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
要
支

援
の
場
合
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
と
よ
く

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
施
設
サ
ー
ビ
ス 

施
設
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
利
用
者
の
生
活
そ
の
も

の
を
含
め
、
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
す
べ
て
を
施

設
か
ら
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

施
設
に
入
所
し
て
生
活
を
行
い
な
が
ら
、
生
活

援
助
、
身
体
介
護
、
栄
養
管
理
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
も
の
で
、
大
き
く
分
け
る
と
「
介
護
老

人
福
祉
施
設
」「
介
護
老
人
保
健
施
設
」「
介
護
療

養
型
医
療
施
設
」
の
3
種
類
が
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
も
要
介
護
の
場
合
の
み
利
用
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

「
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
は
「
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
」
と
い
う
名
で
知
ら
れ
て
お
り
、
日
常
生

活
の
介
護
や
機
能
訓
練
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
が
サ
ー
ビ
ス
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
非
常

に
人
気
が
高
く
、
全
国
で
数
十
万
人
も
の
待
機
者

が
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
利
用
を
考
え
て

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ
ア
）
の
料
金
は
施
設
の

規
模
と
要
介
護
度
と
所
用
時
間
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
例
え
ば
通
常
規
模
施
設
で
要
介
護
3
の

人
が
8
時
間
ほ
ど
利
用
す
る
と
自
己
負
担
額
は
約

9
0
0
円
に
な
り
ま
す
。

ま
た
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

に
は
、
施
設
に
最
大
30
日
ま
で
入
所
さ
せ
る
こ
と

の
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
介
護
者
が
体
調
を

崩
し
た
り
、
し
ば
ら
く
留
守
に
し
た
り
す
る
時
に

便
利
で
す
。
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
）
の
料
金
は
施
設
と
要
介
護
度
に
よ
っ
て
異

居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、
利
用
者
が
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
住
ま
い
に
届
け
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
サ
ー
ビ

ス
の
中
に
は
、
利
用
者
が
施
設
な
ど
決
め
ら
れ
た

場
所
に
通
っ
て
受
け
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

「
通
所
サ
ー
ビ
ス
」
と
言
い
、
日
帰
り
で
入
浴
や
食

事
、
日
常
動
作
訓
練
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
受

け
ら
れ
る
「
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）」
と
、

同
じ
く
日
帰
り
で
入
浴
や
食
事
、
機
能
訓
練
な
ど

を
受
け
ら
れ
る
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ

イ
ケ
ア
）」
が
あ
り
ま
す
。

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
と
通
所
リ
ハ
ビ

【図表4】介護保険サービスの主な種類

●居宅介護支援
　（ケアプラン）
●訪問介護
●訪問看護
●訪問入浴介護
●訪問リハビリテーション
●居宅療養管理指導
●福祉用具貸与
●特定福祉用具販売
●住宅改修

●通所介護
●通所リハビリテーション
●短期入所生活介護
●短期入所療養介護

●夜間対応型訪問介護
●定期巡回・臨時対応型訪問介護看護
●認知症対応型通所介護
●小規模多機能型居宅介護
●複合型サービス
●認知症対応型共同生活介護
●地域密着型特定施設入居者生活介護
●地域密着型介護老人福祉施設入居者
　生活介護

●介護老人福祉施設
●介護老人保健施設
●介護療養型医療施設

●特定施設入居者生活介護

施設に出向いて
受けるサービス

地域密着型サービス

介護保険施設

施設に暮らしながら
受けるサービス

自宅で
受けられるサービス

在宅サービス

施設サービス
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い
る
人
は
、
申
し
込
み
だ
け
で
も
な
る
べ
く
早
め

に
し
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
は
、一
般
に
は
「
老
健
」

と
呼
ば
れ
て
お
り
、病
状
は
安
定
し
て
い
る
も
の
の
、

退
院
し
て
す
ぐ
に
自
宅
へ
戻
る
の
は
不
安
と
い
う

場
合
に
利
用
す
る
、
病
院
と
自
宅
の
中
間
的
な
役

割
の
施
設
で
す
。
な
る
べ
く
早
く
自
宅
に
戻
れ
る

状
態
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
入

所
期
間
は
3
〜
6
カ
月
程
度
と
短
め
に
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
介
護
療
養
型
医
療
施
設
」
は
、
急
性
期
の
治

療
が
終
わ
り
、
慢
性
的
な
症
状
の
た
め
の
療
養
を

行
う
た
め
の
施
設
で
、
医
療
・
看
護
に
重
点
を
置

い
た
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
医

療
保
険
対
象
の
「
療
養
病
床
」
と
の
違
い
が
不
明

確
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
2
0
1
8
年
3
月
で

廃
止
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
施
設
の
料
金
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
体
制
や

要
介
護
度
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
用
と
居
住
費
と
食
費
を
含
め
る
と
月
額
自

己
負
担
額
は
約
10
万
円
〜
12
万
円
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
、
娯
楽
費
や
理
美
容
費
な
ど
日
常
生
活
費

が
必
要
で
す
。

実
際
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
施
設
ご
と
に
差
が
あ

る
の
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報

を
集
め
た
り
、
見
学
や
体
験
入
所
を
す
る
な
ど
し

て
、
入
所
前
に
よ
く
検
討
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
継
続
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
8
つ
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
施
設

な
ど
の
規
模
が
小
さ
く
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対

し
て
き
め
細
か
く
応
え
て
く
れ
ま
す
。
8
つ
の
サ
ー

ビ
ス
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」

を
紹
介
し
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
「
認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護
」
と
言
い
、
比
較
的
安
定
し
た
状
態
の
認

知
症
の
高
齢
者
た
ち
が
、
1
ユ
ニ
ッ
ト
9
人
ま
で

の
施
設
に
入
所
し
て
、
生
活
援
助
な
ど
を
受
け
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
利
用
料
金
は
1
日
単
位
で
施
設

サ
ー
ビ
ス
体
制
や
要
介
護
度
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
と
居
住
費
と
食
費
を

含
め
る
と
日
額
の
自
己
負
担
額
は
約
4
0
0
0
円

前
後
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
、
お
む
つ
代
や
理
美

容
費
な
ど
日
常
生
活
費
が
必
要
で
す
。

住
ん
で
い
る
地
域
に
よ
っ
て
は
希
望
す
る
サ
ー

ビ
ス
が
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
利
用
に
あ
た
っ

て
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
よ
く
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

今
後
の
介
護
保
険
制
度

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
公
的
介
護
保
険
の
財
政

が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
介
護

保
険
制
度
は
3
年
に
1
度
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
次
回
の
改
正
が
2
0
1
5
年
で
す
。

こ
こ
で
は
、
社
会
保
障
審
議
会
の
介
護
保
険
部
会

な
ど
で
次
回
の
改
正
内
容
が
検
討
さ
れ
て
い
る
点

を
主
に
3
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
利
用
者
の
負
担
増

現
在
、
介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
は
一
律
で
1

割
負
担
で
す
（
例
え
ば
10
万
円
分
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
ら
1
万
円
を
負
担
）。こ
の
利
用
者
負
担
が
、

一
定
以
上
の
所
得
（
単
身
で
2
8
0
万
円
以
上
、

夫
婦
で
3
5
9
万
円
以
上
の
予
定
）
が
あ
る
人
は
、

2
割
負
担
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
見
通
し
で
す
。

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
基
準
の
厳
格
化

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
養
）
は
、
現
在
は

要
介
護
1
か
ら
入
所
す
る
資
格
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
よ
り
介
護
の
必
要
性
の
高
い
「
要
介
護

3
」
以
上
に
限
定
さ
れ
ま
す
。
厳
格
化
の
対
象
は

新
規
の
入
所
者
に
な
る
た
め
、
現
在
入
居
し
て
い
る

要
介
護
1
〜
2
の
方
は
そ
の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。

■
要
支
援
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
を

　
市
町
村
へ
事
業
移
管

介
護
保
険
は
要
介
護
1
〜
5
に
向
け
た
「
介
護

給
付
」、
要
支
援
1
〜
2
に
向
け
た
「
予
防
給
付
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
要
支
援
者
向
け
の
予

防
給
付
の
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
）
の
2
つ
を
切
り
離
し
、
市
町
村
の
裁
量
に
任

せ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
改
正
は
案
で
す
が
、
ま
す
ま
す
進
む

少
子
化
で
介
護
保
険
制
度
を
含
む
社
会
保
険
の
財

政
は
よ
り
厳
し
く
な
る
た
め
に
、
よ
り
い
っ
そ
う
厳

し
い
改
正
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
改
正
さ
れ

る
の
は
や
む
を
得
ま
せ
ん
か
ら
、
今
後
ど
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
る
か
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
、
そ
の

改
正
に
対
し
て
適
切
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

変
わ
り
ゆ
く
社
会
保
障
制
度
で
す
が
、
次
回
は

公
的
医
療
保
険
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。


